長いく 話 をつ、 V めて いふと、 昔 天竺に 閼迦衛 奴 国 

とい ふ 国が あって、 そこの 王 を 和 奴々々 王と いふた、 

此 王も此 国の 民 も 非常に 犬 を 愛する 風が あつたが、 其 

国に 一 人の 男が あって 王の 愛犬 を 殺す とい ふ 騒ぎが 起 

つた。 其 罪で もって 此者は 死刑に 処 せられた ばかりで 

無く、 次の 世に は 粟 散 辺土の 日本と いふ 嶋の信 州と い 

ふ 寒い 国の 犬と 生れ 変った。 ところが 信 州 は 山国で 肴 

などい ふ 者 は 無い ので、 此犬 は姨捨 山へ 住て、 山に 捨 

てられた の を 喰 ふて 生きて 居る とい ふやうな 浅ましい 

境涯であった。 然るに 八十 八 人目の 姨を喰 ふて しま ふ 

た 時、 ふと 夕方の 一番星の 光 を 見て 悟る 所があって、 



る、 大願成就、 とおつ しゃった。 大願成就、 と 聞いて、 

大は 嬉しくて たまらん ので、 三度うな つてく る/ \と 

ま はって 死んで しま ふた。 やがて 何処より ともなく 八 

十八 羽の 鴉が 集まって 来て 犬の 腹と もい はず 顔と もい 

はず 喰 ひに 喰 ふ 事 は 実に すさまじい 有様であった ので、 

通リか ゝ りの 旅僧が それ を 気の毒に 思 ふて 犬の 屍を埋 

めて やった。 それ を 見て 地蔵 様が いはれ るに は、 八十 

八 羽の 鴉 は 八十 八 人の 姨の 怨霊で ある、 それが 復謦に 

来たので あるから 勝手に 喰 はせ て 置けば 過去の 罪が 消 

えて 未来の 障りが 無くなる のであった、 それ を 埋めて 

やった の は 慈悲な やうであって 却て 慈悲で 無い ので あ 
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